
最
近
老
後
生
活
の
所
要
金
額
に
就
き
、
壽
命
百
歳
に
平
均
二
千
萬
圓
が
年
金
以
外
に
必
要
と
の
試
算
に
、

大
い
な
る
反
響
を
呼
び
、
特
に
「
百
年
安
心
の
年
金
制
度
設
計
」
を
引
合
に
、
政
府
の
年
金
政
策
へ
の
批

判
相
繼
ぎ
、
本
年
夏
の
參
議
院
選
擧
へ
の
影
響
大
な
り
と
云
々
。

老
後
の
生
活
に
就
き
、
我
ら
昭
和
一
桁
世
代
は
、
敗
戰
後
の
超
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
親
の
世
代
が
長
年

積
立
て
た
る
各
種
保
險
、
貯
蓄
の
類
の
大
幅
目
減
り
を
目
の
當
り
と
せ
り
。
然
あ
れ
ど
も
、
識
者
な
ほ
貯

蓄
を
獎
勵
し
、
特
に
年
率
７
％
の
複
利
計
算
は
十
年
二
倍
に
當
れ
ば
、
若
年
よ
り
の
貯
蓄
、
老
後
年
金
を

補
ひ
て
足
る
べ
し
と
説
き
け
り
。

然
る
に
平
成
十
一
年
所
謂
ゼ
ロ
金
利
政
策
が
始
り
、
若
干
の
解
除
を
含
み
今
日
な
ほ
續
く
。
奇
怪
に
も
、

我
が
國
の
工
業
は
低
賃
銀
勞
働
を
求
め
て
韓
國
、
中
國
な
ど
へ
の
進
出
に
狂
奔
し
、
こ
の
ゼ
ロ
金
利
を
大

型
新
規
事
業
の
資
金
需
要
に
活
用
す
る
少
く
、
ま
た
こ
の
間
に
ゆ
と
り
教
育
も
あ
り
、
か
く
て
生
産
性
、

收
益
性
の
伸
び
も
低
位
に
留
り
、
世
界
的
順
位
も
低
下
す
る
に
至
る
。
こ
の
二
十
年
間
ゼ
ロ
金
利
に
よ
り
、

現
役
世
代
の
貯
蓄
増
加
が
不
可
能
と
な
り
、
且
つ
退
職
後
の
生
活
資
金
も
貯
蓄
元
金
の
取
崩
し
を
要
す
。

結
局
我
ら
世
代
も
、
全
く
豫
想
外
の
世
の
展
開
に
右
往
左
往
す
る
の
み
な
り
。

今
や
高
齡
化
社
會
と
て
、
人
間
壽
命
の
伸
び
著
し
と
雖
も
、
七
十
歳
代
後
半
以
降
は
高
給
を
取
る
程
の

働
き
は
で
き
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
寧
ろ
老
後
の
生
り
は
ひ
と
し
て
は
、
幼
少
の
子
等
を
教
へ
て
、
そ
の
成
長

に
喜
び
を
求
む
る
に
若
か
ず
や
。
教
ふ
る
内
容
は
、
讀
み
書
き
算
盤
を
始
め
、
各
種
武
道
、
藝
道
の
類
等
、

我
が
國
文
化
の
中
に
は
多
種
多
樣
の
分
野
限
り
な
し
。
そ
の
選
擇
と
準
備
は
退
職
の
前
後
よ
り
始
む
べ
く
、

ま
た
そ
の
た
め
の
專
門
技
能
講
習
等
を
受
く
れ
ば
自
身
の
能
力
向
上
に
も
資
す
べ
し
。
當
に
改
正
教
育
基

本
法
の
前
文
に
言
ふ
「
傳
統
の
繼
承
」
の
實
踐
に
他
な
ら
ず
、
近
所
の
子
等
よ
り
始
め
て
、
薄
謝
を
得
る

に
至
ら
ば
幸
ひ
こ
れ
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。

當
苑
近
く
岐
阜
市
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
。
我
が
同
志
の
友
山
森
智
之
氏
同
市
に
て
三
人
の
御

さ
と
し

子
さ
ん
あ
り
。
小
學
校
五
年
、
三
年
、
一
年
に
て
、
嘗
て
の
高
校
時
代
の
恩
師
に
論
語
な
ど
四
書
の
素
讀

暗
誦
を
習
は
し
む
る
に
、
三
人
夫
々
に
字
音
假
名
遣
に
よ
る
訓
み
下
し
を
含
め
輕
々
と
熟
す
は
壓
卷
に
て
、

こ
な

戰
後
の
教
育
理
論
を
論
破
す
と
云
々
。
機
會
あ
ら
ば
御
參
觀
あ
ら
れ
む
こ
と
を
。

（
令
和
元
年
六
月
二
十
四
日
受
附
）-

一

老
後
雜
感

市

川

浩


